学習過程　[体つくり運動　（体ほぐしの運動・多様な動きをつくる運動遊び）]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６
	７・８・９・１０
	１１・１２・１３・１４
	１５・１６・１７

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　体ほぐしの運動に取り組む。

〇クラスみんなで楽しむ運動に取り組む。

・円形コミュニケーション

〇心が弾む運動に取り組む。

・ねことねずみ

・いろいろなじゃんけん

・音楽に合わせて歩いたり走ったりする。

〇気持ちを合わせて運動をする。

・伝承遊び　・用具を使った運動等

〇ゆっくりと静的な運動をする。

・ペアでのストレッチ

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・だるまさんがころんだ

　・なべなべそこぬけ　等

４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）バランス

　・回る　・寝転ぶ、起きる

　・座る、立つ

（ウ）用具を操作する運動遊び

　・ボールを使った多様な動きをつくる運動遊び

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・じゃんけんすごろく
　・ねことねずみ　等

４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（イ）移動
　・這う、歩く、走る
　・跳ぶ、はねる　一定の速さ
（ウ）用具を操作する運動遊び

　・輪、長縄を使った多様な動きをつくる運動遊び

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・ドンじゃんけん
　・体でタッチ　等
４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）バランス

　・回る　・寝転ぶ、起きる

　・座る、立つ
（ウ）用具を操作する運動遊び

　・竹馬、短縄を使った多様な動きをつくる運動遊び

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・猛獣狩り
　・どすこいじゃんけん　等
４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）移動
　・這う、歩く、走る

　・跳ぶ、はねる　一定の速さ
（エ）力試しの運動遊び
５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	· 一つ一つの動きを、児童が確認しながら学習を進められるように掲示をする。

· よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。
	· 学習の見通しがもてるように運動する場を図で示しておく。

· 伝承遊びを取り入れ、日常化できるようにする。
· 一つ一つの動きを、児童が確認しながら学習を進められるように掲示する。

· よい動きや声かけをしている児童を称賛し全体に伝えることにより、友達のよいところに目を向けさせる。


	· 学習の見通しがもてるように運動する場を図で示しておく。

· 伝承遊びなどを取り入れるなどして、日常化できるようにする。
· 教師がねらった動きを子どもが経験できるようにする。

· 友達の動きのよかったところや、自分ができるようになったことを発表させることで、次時への意欲をもたせる。



	学習活動に即した評価規準
	・場の安全に気を付けて学習に取り組もうとしている。【関】（観察）
・きまりを守り、仲よく運動することができる。【関】（観察）

	・体を動かす楽しさや心地よさを味わうことができる。【関】（観察）
・運動の目的に合わせていろいろなボールを試そうとしている。【思】（観察）
・ボールを高くキャッチしたり、両手でキャッチしたりいろいろな形でキャッチすることができる。【技】（発表）


	・運動遊びのきまりを守りながら、友達と一緒に運動に取り組もうとする。【関】（観察）
・声をかけながら、タイミングを合わせて縄を跳ぶことができる。【技】（観察）
・手の動きや体の動きをいろいろ試しながら、輪をくぐったり回したりできる。【思】（観察）

	・繰り返し取り組み、動きの楽しさやできた喜びを味わおうとしている。【関】(観察)
・短縄で、自分がチャレンジする跳び方を決め、回数を増やそうとすることができる。【思】（観察）
・バランスをとりながら、回ったり、立ったり座ったりの動きをすることができる。【技】（観察）

	・教師や友達の助言や動きを参考にし、動きを工夫している。【関】（観察）
・人を押す、引く動きや力比べをする動きができる。【技】（観察）
・友達のよい動きを見つけることができる。【思】（発表）



学習過程　[体つくり運動　（体ほぐしの運動・多様な動きをつくる運動遊び）]　第２学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６
	７・８・９・１０
	１１・１２・１３・１４
	１５・１６・１７

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　体ほぐしの運動に取り組む。

〇クラスみんなで楽しむ運動に取り組む。

・円形コミュニケーション

〇心が弾む運動に取り組む。

・ねことねずみ

・いろいろなじゃんけん

・音楽に合わせて歩いたり走ったりする。

〇気持ちを合わせて運動をする。

・伝承遊び　・用具を使った運動等

〇ゆっくりと静的な運動をする。

・ペアでのストレッチ

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・だるまさんがころんだ
　・なべなべそこぬけ　等

４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）バランス＋（イ）移動

　・回る　・寝転ぶ、起きる

　・座る、立つ

・這う、歩く、走る
　・跳ぶ、はねる　一定の速さ
（ウ）用具を操作する運動遊び

　・ボールを使った多様な動きをつくる運動遊び

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・動物じゃんけん
　・子とり鬼　等

４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）バランス＋（イ）移動

　・回る　・寝転ぶ、起きる

　・座る、立つ

・這う、歩く、走る

　・跳ぶ、はねる　一定の速さ
（ウ）用具を操作する運動遊び

　・輪、長縄を使った多様な動きをつくる運動遊び

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・ドンじゃんけん
　・体でタッチ　等
４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）バランス＋（イ）移動

　・回る　・寝転ぶ、起きる

　・座る、立つ

・這う、歩く、走る

　・跳ぶ、はねる　一定の速さ
（ウ）用具を操作する運動遊び

　・竹馬、短縄を使った多様な動きをつくる運動遊び

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　「わくわくタイム」に取り組む。

　（体ほぐしの運動）

　・猛獣狩り
　・どすこいじゃんけん　等
４　チャレンジタイムに取り組む。

　（多様な動き）

（ア）バランス＋（イ）移動

　・回る　・寝転ぶ、起きる

　・座る、立つ

・這う、歩く、走る

　・跳ぶ、はねる　一定の速さ
（エ）力試しの運動遊び

　

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	· 一つ一つの動きを、児童が確認しながら学習を進められるようにする。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。
	· 学習の見通しがもてるように運動する場を図で示しておく。

· 伝承遊びを取り入れるなどして、日常化できるようにする。

· 動きのポイントを掲示し、児童が自分の動きを見直しながら運動できるようにする。

· よい動きや声かけをしている児童を称賛し、友達のよいところを全体に広げる。
	· 学習の流れを掲示し、運動の場を図で示す。

· 伝承遊びを取り入れるなどして、日常化できるようにする。

· 動きのポイントを児童に伝え、いつでも児童が確認できるように掲示する。

○　用具が安全に用意したり、片付けたりできるように扱い方の注意等を掲示する。

○　友達のよい動きや自分が見つけた動きのポイントなどを発表できる場を設定し、全体に伝える。

	学習活動に即した評価規準
	・場の安全に気を付けて、進んで学習に取り組もうとしている。【関】（観察）

・きまりを守り、仲よく運動することができる。【関心】（観察）


	・進んで体を動かし、楽しさや心地よさを味わうことができる。【関】（観察）

・運動の目的に合わせて、ボールの大きさや堅さを選ぶことができる。【思】（観察）

・友達とタイミングを合わせてボールを投げたり捕ったりしている。【技】（学習カード）


	・場の安全を考え、きまりを守って友達と一緒に運動に取り組もうとする。【関】（観察)

・手首をうまく使い、自分の思った方向に輪を転がす方法を試そうとしている。【思】（観察）

・長縄をリズムよく回したり、友だちが回した縄にタイミングを合わせて入って跳んだりできる。【運】（学習カード）

　
	・動きの楽しさやできた喜びを味わいながら、進んで運動に取り組んでいる。【関】（観察）

・短縄で、いろいろな跳び方にチャレンジし、めあてをもつことができる。【思】（学習カード）

・ 短縄を使って、リズムよく前跳びや後ろ跳びをすることができる。【技】（学習カード）
　
	・友達のよい動きを自分で取り入れ、さらに動きを工夫している。【態】（観察）

・友達のよい動きを見つけ自分の動きに取り入れている。【思】（学習カード）
・ケンケン相撲や引き相撲など、押したり引いたりするタイミングを計りながら取り組んでいる。【運】（学習カード）

　


学習過程　[体つくり運動　（体ほぐしの運動・多様な動きをつくる運動）]　第３学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４
	５・６
	７・８
	９・１０・１１
	１２・１３・１４
	１５・１６・１７

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　体ほぐしの運動に取り組む。

〇クラスみんなで楽しむ運動に取り組む。

・いろいろなウォーキング

〇心が弾む運動に取り組む。

・動物じゃんけん

・人つなぎ片足跳び

・子とり鬼

〇気持ちを合わせて運動をする。

・伝承遊び（いろいろな鬼ごっこ）

・ペアリレー

〇ゆっくりと静的な運動をする。

・ペアでのストレッチ

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

	
	
	３　チャレンジタイムに取り組む。

　【動きを確認しながら取り組む時間】
	３　チャレンジタイムⅠに取り組む。

　【動きを確認しながら取り組む時間】
４　チャレンジタイムⅡに取り組む。

　【動きを組み合わせながら運動に取り組む時間】

	
	
	（ア）バランス

　・回る

　・寝ころぶ、起きる

　・座る、立つ　・渡る

　・バランスを保つ動き

（オ）用具の操作

・ボールを使った多様な運　　

　動


	（イ）移動
・這う、歩く、走る
・跳ぶ、跳ねる
・登る、下りる

・一定の速さでのかけ足

（オ）用具の操作

・輪、縄を使った多様な運動


	（エ）力試し
・押す、引く

・力比べ
・運ぶ、支える
（オ）用具の操作

・竹馬、一輪車を使った多様な運動


	

	
	
	
	
	
	（ア）バランス

　　　＋

（オ）用具の操作

・ボールを使った多様な運動


	（イ）移動

　　＋
（オ）用具の操作

・輪、縄を使った多様な運動
	（エ）力試し
　　＋
（オ）用具の操作
・竹馬、一輪車を使った多様な運動



	
	
	５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。

	教師の支援
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。
○安全に学習を進められるよう学習のルールを確認する。
	○学習の流れを掲示し、運動の場や、用具の使い方や片付け方を図示する。
○動きのポイントを運動の場に示す。（児童がいつでも動きを確認することができるようにする。）

○運動の苦手な児童には、運動遊びの楽しさに十分にふれることができるように、より易しい動きから指導する。

○友達のよい動きに気付いた児童に発言させ、全体に広げる。

	学習活動に即した評価規準
	・運動の楽しさを味わい、進んで運動しようとしている。【関】（観察）


	・体のバランスをとる運動に友達と仲よく進んで取り組もうとする。

【関】（観察）

・いろいろな体のバランスをとる運動の行い方を工夫している。【思】（観察）

・高くボールを投げたり、しっかりと両手で捕ったりすることができる。【技】（学習カード）
	・きまりを守り、友達と励まし合って運動しようとする。【関】（観察）

・縄や輪のいろいろな回し方を知り、進んで試している。【思】（学習カード）

・速さ、リズム、方向などを意識して、這う、歩く、走る、跳ぶ、はねる、登る、下りる等の運動に取り組み、体を移動する動きを身につけることができる。【技】（観察）
	・力試しの運動に友達と仲よく進んで取り組もうとしている。【関】（観察）

・竹馬、一輪車にバランスをとりながら乗ることができる。【技】（学習カード）

・いろいろな場で自分の力を試しながら、友達のよい動きを見つけて自分の運動に取り入れている。【思】（発言）


	・用具の使い方や回りの安全に気を付けながら運動しようとしている。

【関】（観察）

・友達のよい動きを見つけたり、自分で工夫した動きを教えたりできる。

　　　【思】（発言）

・人数や用具を変えるなど、楽しみ方を工夫してボールを投げたり捕ったりすることができる。【技】（観察）

　
	・自分の力に合った運動や競争のしかたを見つけ、工夫して運動に取り組んでいる。【思】（観察）

・リズムよく短縄を回して跳んだり、輪を体で回したりできる。【技】（学習カード）
	・ケンケン相撲や引き相撲など、押したり引いたりするタイミングを工夫しながら取り組んでいる。

【技】（観察）

・友達のよい動きを見つけたり、自分で工夫した動きを教えたりできる。【思】（発言）




学習過程　[体つくり運動　（体ほぐしの運動・多様な動きをつくる運動）]　第４学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４
	５・６
	７・８
	９・１０・１１
	１２・１３・１４
	１５・１６・１７

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　体ほぐしの運動に取り組む。

〇クラスみんなで楽しむ運動に取り組む。

・いろいろなウォーキング

〇心が弾む運動に取り組む。

・みんなでジャンプ

・人間知恵の輪

・子とり鬼

〇気持ちを合わせて運動をする。

・伝承遊び（いろいろな鬼ごっこ）

・新聞紙にできるだけ多人数で乗る。

〇ゆっくりと静的な運動をする。

・ペアでのストレッチ

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。


	
	
	３　チャレンジタイムに取り組む。

　【動きを確認しながら取り組む時間】
	３　チャレンジタイムⅠに取り組む。

　【動きを確認しながら取り組む時間】
４　チャレンジタイムⅡに取り組む。

　【動きを組み合わせながら運動に取り組む時間】

	
	
	（ア）バランス

　・回る

　・寝ころぶ、起きる

　・座る、立つ　・渡る

　・バランスを保つ動き

（オ）用具の操作

・ボールを使った多様な運動


	（イ）移動
・這う、歩く、走る
・跳ぶ、跳ねる
・登る、下りる

・一定の速さでのかけ足

（オ）用具の操作

・輪、縄を使った多様な運動
	（エ）力試し
・押す、引く

・力比べ
・運ぶ、支える
（オ）用具の操作

・竹馬、一輪車を使った多様な運動
	

	
	
	
	
	
	（ア）バランス

　　　＋

（オ）用具の操作

・ボールを使った多様な

運動
	（イ）移動

　　＋
（オ）用具の操作

・輪、縄を使った多様な

運動
	（エ）力試し
　　＋
（オ）用具の操作
・竹馬、一輪車を使った

多様な運動



	
	
	4　学習の振り返りをする。

5　整理運動をする。

6　後片付けをする。
	5　学習の振り返りをする。

6　整理運動をする。

7　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。
○安全に学習を進められるよう学習のルールを確認する。
	○今日の学習の流れを掲示し、運動の場やポイントを確認する。
○動きのポイントカードを運動の場に掲示し、一つ一つの動きを、児童が確認しながら学習を進められるようにする。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。

○人数、姿勢、用具を変えたりゲーム化したりするなどの工夫の視点をもって運動できるようにする。
○児童が選んだ場や運動の内容を把握しておき、場のねらいに応じた声かけをする。

	学習活動に即した評価規準
	・体を動かす楽しさや心地よさを味わおうと、進んで運動に取り組もうとする。

【関】（観察）

・場の安全を確かめて運動しようとする。【関】（観察）


	・場や用具の安全に気を付けながら運動しようとする。【関】（観察）

・友達の投げ方や受け方のよい動きを見つけ、まねをしている。【思】（発言）

・姿勢や方向を意識し、回る、寝転ぶ、起きる、座る、立つ、渡る。バランスを保つ等の運動に取り組み、体のバランスをとる動きを身に付けることができる。【技】（観察）
	・友達のよい動きを見つけ、自分で工夫して取り入れようとしている。【思】（発言）

・友達と息を合わせて、輪を跳んだり、短縄を回したりすることができる。【技】（学習カード）
	・安全に気を付けて力試しの運動に友達と仲よく進んで取り組もうとしている。【関】（観察）

・竹馬、一輪車にバランスをとりながら乗ることができる。【技】（学習カード）

・いろいろな高さの竹馬にチャレンジしたり、１本の竹馬に乗ったりと乗り方を工夫している。【思】（学習カード）


	· 友達のよい動きを見つけ、自分の運動に取り入れようと工夫している。【思】（発言）

・ボールの強さや速さを変えながら、友達とボールを投げたり捕ったりすることができる。【技】（観察）


　
	· リズムよく短縄を跳ぶことができる。

【技】（学習カード）
· 短縄でいろいろな跳び方にチャレンジし、めあてをもって跳ぶ回数を増やそうとしている。【思】（学習カード）

	・ケンケン相撲や引き相撲など、押したり引いたりするタイミングのかけひきをしながら取り組んでいる。

【技】（観察）

・友達と支え合いながら竹馬の高さを変えて挑戦したり、一輪車に乗る練習の仕方を工夫したりしている。

【思】（発言）




学習過程　[体つくり運動　（体ほぐしの運動・体力を高める運動）]　第５学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　体ほぐしの運動をする。

〇クラスみんなで運動を楽しむ。

　・ヒューマンチェア、人間知恵の輪

　〇心が弾む運動をする。

　・バランスボール

　・ウオーキングバリエーション（音楽に合わせて）
　〇気持ちを合わせる運動をする。

　・円形肩たたき

　・伝承遊び

　〇ゆったりと静的な運動をする。

　・ペアでのストレッチング

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　体力を高める運動を知る。

２　学習カード・資料の活用方法を知る。

・昨年度の体力テストの結果から、自分に必要な体力の要素が何かを考える。
３　グループ編成をする。

４　自分の体力を知るために、もとになる動きに取り組む。
　①体の柔らかさ

②巧みな動き

　③力強い動き

　④動きの持続

５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　

２　準備運動をする。
３　体の柔らかさを高める運動に取り組む。

	
	
	
	４　チャレンジタイムに取り組む。

　（巧み、力強さ、動きの持続）

・グループで運動をローテーションしながら、同じグループの友達と動きを見合い、教え合い、動きを高める。

Ａ｡リズムロープ（巧み①）
Ｃ｡マッスルウォーク（力強さ）
Ａ-①　短縄in長縄
Ｃ-①　馬のり反らし
Ａ-②　ボールキャッチ
Ｃ-②　手押し車
Ａ-③　ダブルダッチ
Ｃ-③　足もち歩き
Ｂ｡タッチコーン（巧み②）
Ｄ｡チャレンジラン（持続）
Ｂ-①　ジグザグラン
Ｂ-②　ステップラン
Ｂ-③　ダイヤモンドラン
５　学習の振り返りをする。

６　整理運動をする。

７　後片付けをする。

	教師の支援
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。
○体ほぐしの資料をもとに運動例を紹介する。

○安全に学習を進められるよう学習のルールを確認する。
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるようにする。

○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○自分の体力を振り返り、必要な要素を考えさせる。

○資料をもとに体力を高める運動例を紹介する。
	○運動の場や学習のめあてが分かるように掲示する。
○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○運動を複数取り上げ、総合的に身に付けられるようにする。

○正確に運動できている児童を称賛する。

○動きのポイントを見つけながら運動するように助言する。

○体力の高まりが見られる児童には、さらに自分のめあてを意識して運動するように助言する。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。

	学習活動に即した評価規準
	・体を動かす楽しさや心地よさを味わいながら、進んで運動に取り組もうとする。【関】（観察）　　　　　　　　　


・自分の体の状態や心と体の関係に気付くことができる。【技】（学習カード）


	・昨年度の体力テストの結果から、自分に必要な体力の要素が何かを考えている。【思】（学習カード）　　　　　　　　　



	・４つの場の運動の仕方を理解している。【思】（観察）

・声をかけたり、運動の補助をしたりして、協力して運動しようとする。【関】（観察）


	・ねらいに合った動きができ、回数や時間、距離などの記録を伸ばしたり、調子よく行ったりすることができる。【技】（学習カード）　　　　　　　
	・自分に必要な体力の要素を高めるために、運動を選んで取り組んでいる。【思】（学習カード）　　　　　　　


６　学習過程　[体つくり運動　（体ほぐしの運動・体力を高める運動）]　第６学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３
	４・５・６・７・８

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動をする。

３　体ほぐしの運動をする。

〇クラスみんなで運動を楽しむ。

　・ヒューマンチェア、人間知恵の輪

　〇心が弾む運動をする。

　・みんなでジャンプ

　・音楽に合わせて歩いたり、走ったりする。

　〇気持ちを合わせる運動をする。

　・手つなぎ風船運び

　・伝承遊び

　〇ゆったりと静的な運動をする。

　・ペアでのストレッチング

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　体力を高める運動を知る。

　・５年時の学習を振り返る。

２　グループ編成をする。

３　学習カード・資料の活用方法を知り、学習計画を立てる。

４　自分の体力を知るために、もとになる動きに取り組む。

　①体の柔らかさ

②巧みな動き

　③力強い動き

　④動きの持続

５　整理運動をする。　

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動をする。

３　「体の柔らかさ」を高める運動に取り組む。

　　・ストレッチ

４　チャレンジタイムに取り組む。

　（「巧みな動き」、「力強い動き」、「動きの持続」）

　　・運動の場の準備をする。

　　・高めたい動きを意識しながら学習計画に従って、

運動に取り組む。

　　・学習カードに記録する。

・友達と工夫したところを伝え合う。

（第4時の場）　第5･6･7時はローテーションして行う。

１グループ

A｡リズムロープ（巧み①）
B｡タッチコーン（巧み②）
C｡マッスルウォーク（力強さ）
D｡チャレンジラン（持続）
２グループ
B｡タッチコーン（巧み②）
C｡マッスルウォーク（力強さ）
D｡チャレンジラン（持続）
A｡リズムロープ（巧み①）
３グループ
C｡マッスルウォーク（力強さ）
D｡チャレンジラン（持続）
A｡リズムロープ（巧み①）
B｡タッチコーン（巧み②）
４グループ
D｡チャレンジラン（持続）
A｡リズムロープ（巧み①）
B｡タッチコーン（巧み②）
C｡マッスルウォーク（力強さ）
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。
○体ほぐしの運動例を資料をもとに紹介する。

○安全に学習を進められるよう学習のルールを確認する。
	○学習のねらいを掲示する。
○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○自分の体力振り返り、必要な要素を考えさせる。

○資料をもとに体力を高める運動例を紹介する。
	○運動の場を掲示し、今日の学習を確認する。
○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○運動を複数取り上げ、総合的に身に付けられるようにする。

○正確に運動できている児童を賞賛する。

○動きのポイントを意識して友達と互いに見合い、アドバイスし合うように助言する。

○体力の高まりが見られる児童には、より工夫して運動に取り組むよう助言する。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。

	学習活動に即した評価規準
	・友達と楽しく笑顔で声をかけあいながら運動に取り組んでいる。【関】

（観察）　　　　　　　　　


・のびのびとした動作でバランスボールを活用した運動に取り組んでいる。【技】（観察）



	・昨年度の体力テストの結果から、自分に必要な体力の要素が何かを考えている。【思】（学習カード）　　　　　　　　　



	・4つの場の運動の仕方を理解している。【思】

　（観察）
・安全に気を付けて、友達と助け合って準備をすることができる。
【関】（観察）



	・巧みな動きの長縄を使った場で、人や物の動きに対応してタイミングよく動いている。【技】（学習カード）
　　　
	・巧みな動きのタッチコーンの場で、体の重心を低めて、リズミカルにステップを踏みながら動いている。【技】

（学習カード）　　　　　　　
	・自己や友達の体を支え、粘り強く力いっぱい運動している。
ペースを乱さず一定の速さで走り続けている。【技能】（学習カード）　　　　　　
	・自分に必要な体力の要素を高めるために、運動を選んで取り組んでいる。【思】（学習カード）　　　　　　


ペアやグループを作り、互いに体に触れ合いながら行う、ストレッチや運動を取り入れる。





両手で捕ったりタイミングを合わせたりしている友達の例を紹介する。





手首を使って輪を回したり、いろいろな体の部分で回したりして、体の感覚を楽しめるように紹介する。





一人でバランスをとる運動では、手や足でバランスをとれることをいろいろな動きを試して体感させる。





動きの基本を押さえ、教師が見つけた児童のよい動きや工夫した動きを紹介し、どの視点で見つけるかの意識付けをする。








ペアやグループを作り、互いに体に触れ合いながら行う、ストレッチや運動を取り入れる。





友達と声をかけ合ってタイミングをはかれるようにする。


少ない人数から徐々に人数を増やすことでタイミングをとりやすくする。








回し手が大きく長縄を回し、入るタイミングで声をかけるようにする。








短縄を回す手の動きや膝を柔らかく使って跳ぶ練習を個別に行う。





力を入れたり抜いたりする感覚を小さな動きから行い、感覚をつかめるようにする。





ペアでストレッチをするなど、友達とかかわり合いながらの活動を取り入れる。





柔らかいボールを始めに使い、胸と両腕を使って受け止める練習をさせる。





移動の仕方のポイントをおさえ、児童動きのよい例を紹介する。





児童が見つけた友達のよい動きを紹介する場を設ける。





人数を増やしたり、遠くや高く投げたりなど、目的を変えて、運動に取り組める場を設ける。





移動の仕方のポイントをおさえ、児童の動きのよい例を紹介する。





ペアやグループでの活動の中で友達のよい動きを見つけ教え合う場を設ける。





伝承遊びも取り入れ、人数を増やすなど、気持ちがほぐれるような遊びを取り入れる。





力を入れる部分と力を抜く部分とに意識を向けさせる。





声をかけ合って、タイミングをはかれるようにする。





障害物を作って乗り越えたりケンパステップを渡ったりと、挑戦する場を工夫して提示する。





友達との距離を近くから少しずつ遠くにすることで投げるボールの強さが変わっていくことに気付かせる。





縄跳びカードを作り、休み時間も短縄に取り組めるようにする。





練習方法や場を分かりやすく提示する。





声を出したり、音楽をかけたりと気持ちが高まるような場を作る。








音楽に合わせてゆっくりとストレッチするなど、自分の体と向き合う時間をつくる。





体力の４つの要素を説明し、体力テスト結果シートと照らし合わせるよう助言する。








運動方法や動きのポイントが分かる様にやり方を掲示する。





グループで友達同士で見合いアドバイスをするように助言する。





前回と比較し、記録の伸びや、体の変容に気付くように目をむけさせる。





前時までの記録を振り返り、運動を選ぶよう助言する。





Ａ｡リズムロープ（巧み①）�
Ｃ｡マッスルウォーク（力強さ）�
�
Ａ-①　短縄in長縄�
Ｃ-①　馬のり反らし�
�
Ａ-②　ボールキャッチ�
Ｃ-②　手押し車�
�
Ａ-③　ダブルダッチ�
Ｃ-③　足もち歩き�
�
Ｂ｡タッチコーン（巧み②）�
Ｄ｡チャレンジラン（持続）�
�
Ｂ-①　ジグザグラン�
�
�
Ｂ-②　ステップラン�
�
�
Ｂ-③　ダイヤモンドラン�
�
�






グループでハイタッチするなど気持ちが高まるような助言をする。








全身を大きく弾ませたり、体の力を抜いたりするよう助言する。








体力の４つの要素を説明し、体力テストの結果シートと照らし合わせるよう助言する。








良い動きをしている児童を称賛しながら、正しい運動の行い方を指導する。





自分の役割を把握させ、決められた役割を果たすよう指導する。





友達とタイミングやリズムを合わせる声をかけ合うよう助言する。





腰を低めたりひざを利用したりする工夫をするよう助言する。





自分の体力にあったペアやペースなどを替えながら無理なく運動を行うよう助言する。








前時までの記録を振り返り、運動を選ぶよう助言する。











